
開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）

問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630

【ギャラリー】
「吊るし雛展示会」吊るし雛愛好会
代表者　高

たか

山
やま

和
かず

子
こ

　楽しいひな祭りの行事に、吊るし雛を添えました。女の
子の健やかな成長と幸せの願いを込めた作品展です。
期　間：2月11日㈫㈷～3月8日㈰

写真や絵画などを展示しませんか。
　わいふ一番館ではギャラリーに作品を出展する人を募
集しています。詳しくはわいふ一番館までお尋ねください。

開館時間　午前９時～午後5時
休 館 日　第4火曜日（臨時的に休館する場合あり)

問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513

市民広場でイベントを行いませんか
　菊池市ふるさと
創生市民広場内の
大 屋 根 広 場 で は、
イベントやバーベ
キューができます

（ 要予約 ）。詳しく
はお問い合わせく
ださい。

写真や絵画などを展示しませんか
　菊池観光交流館では、展
示コーナーに作品を出展す
る人を募集しています。詳
しくは菊池観光協会までお
尋ねください。

◆

連
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◆

◆ 絵画連作 ◆
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第 一 章

　もとは深川にあった菊之城から、武光公が本拠を隈
府に移しました。そこは詰めの城とした守山と迫間川
の断崖に囲まれた天然自然の要塞。外城の配置や菊池
川、迫間川の2大河川と、広大な湿地帯が敵の侵攻を
防ぎます。完璧なまでの守りが作り上げられました。

其の９  迫間川の断崖
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17代 菊池武朝㊧
良成親王㊨
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